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仙台市の下水道について仙台市の下水道について
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定義浄化センター

終末処理場
公共下水道：5施設
流域下水道：2施設
汚水処理人口：1,036,660人※
普及率：99.5％ ※

下水道職員数：約260人
※平成30年4月1日現在

秋保温泉浄化センター

広瀬川浄化センター

南蒲生浄化センター

上谷刈浄化センター

仙塩浄化センター
（多賀城市）

県南浄化センター
（岩沼市）



開催理由開催理由
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煉瓦下水道場の設立

「明日の下水道人」の育成 組織の枠を越えた若手職員の
自己研鑽・切磋琢磨の場

・若手職員の学び、技術継承、情報を得る機会が
十分でない

・経験豊富な職員の退職

課題

・震災による業務量増加のため、ベテラン・中堅職員が
若手職員に技術を継承する時間が限られた



煉瓦下水道場とは煉瓦下水道場とは

3

名前の由来

仙台市
煉瓦下水道

煉瓦下水道のように長く
一線で活躍できるように

仙台市煉瓦下水道
（土木学会選奨土木遺産）

下水道場



杜の都れんが下水洞窟杜の都れんが下水洞窟

4



煉瓦下水道場における活動煉瓦下水道場における活動
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平成26年度設立（令和元年度六期目）

開催頻度：1～2ヶ月に一度

のべ活動回数：42回（令和2年1月31日現在）

のべ門下生数：55名（令和2年1月31日現在）

主な活動内容：施設見学、業務体験、業務発表、先輩に聞く、

ワークショップ、パンフレット作成‥等

活動時の目標：見学はしない、日常業務を実体験する

自ら考え、議論し、発表する

組織、職種を越えたネットワークを構築する
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活動内容例～浄化センター見学＆業務体験～活動内容例～浄化センター見学＆業務体験～

活性汚泥の顕微鏡観察 放流水の残塩測定

反応タンクでの採水 最終沈殿池の点検
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活動内容例～下水道管理センター業務体験～活動内容例～下水道管理センター業務体験～

公共桝蓋の設置、修繕 街渠桝内清掃

人孔周辺割れ、窪み修繕 取付管カメラ調査
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活動内容例～発表等～活動内容例～発表等～

課題分析ワークショップ

セミナーでの業務紹介 業務発表会

デザインマンホール市長プレゼン



開催後の効果・参加者の声開催後の効果・参加者の声
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他部署の人とつながりが持てた

他部署の業務内容を知ることができた

下水道における視野が広がった

維持管理業務の大変さや重要性を学んだ

プレゼン力が向上した

局長と決起集会ができるとは思わなかった



開催の苦労開催の苦労
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事務局

・下水道場のメイン担当部署はなく、事務局は有志による

通常業務＋下水道場業務

・門下生の実施したい内容を踏まえた上での開催内容決定

負担増

門下生

・各職員が通常業務を抱えている中での開催

・若手職員が対象だが一年目の職員の参加も多く仕事を
覚えることで手一杯



開催後の反省点＆今後の展望開催後の反省点＆今後の展望
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各職員の自発的な参加が理想

門下生の希望も尊重しつつ新しい取り組みも

門下生による自主的な運営

下水道場への参加は上司からの推薦で参加する
職員も多い

毎年似たような活動が多くなっている

事務局主体の運営

自主性を保ち、
煉瓦下水道場の活動を継続していく
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ご静聴ありがとうございました。


